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での取扱いがヴアリアントの選択には有効であるとし， BCC手 FCC間の結晶方位関係は Kurdjumov­
Sachsの関係に従うものとして，板面垂直方向への歪エネルギーが全体の歪エネルギーに占める割合
が大きいヴアリアントほど容易に変態するとする優先変態に関する理論を組立てた。
つぎに α → Y → α変態後の集合組織に及ぼす変態前の集合組織，熱サイクル，板厚および炭素含有量














の起源がほぼ明らかになった許りでなく その制御技術が創り出され 殊に α ， y共存領域焼鈍に熱サ
イクルを適用して 深絞り性の優れた鋼板が製造できることが判った。本論文は以上の内容の優秀さ
と技術上の効用性から見て，学位論文として価値あるものと認める。
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